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・ 社会的マイノ リ ティ であるこ と や言語、文化、習慣等の違いから 様々な人権の問題が

　発生し ています。  こ れら のこと を「 知ら ない」「 分から ない」と いう こと が、偏見で相手を

　捉えてしまい、 関係を 築く と きに壁を作ってしまいます。まずは、「 知ら ない」「 分から な

　い」こと に目を向け、正しく 理解すること が大切です。

・ 一人ひとり が自分らしく 地域で暮らしていく ためには、お互いを思いやり 、多様性を 尊重

  すること が求められます。

・ その人らしさ を認め合いながら 共に生きる社会の実現に向け、障害の有無にかかわら ず、

  双方の建設的な対話から お互いに理解し 合い、共に対応案を 検討し ていく こと が重要

  です。（ 合理的配慮）

■ 現状と 課題

・ 学校では授業の一環と し て、障害理解を 深める取り 組みを 行っ ています。 近隣の福祉

  施設に見学に行ったり 、 利用者の話を聞いたり するなど交流する機会を 作り「 共に生き

  る力」を育みます。

・ 当事者による 講演会や交流する 機会を 増やすこと で、多様性を 尊重する 視点と 地域に

  つながり が生まれるよう 取り 組みます。

・ 多様性の理解促進のため、イベント の開催やＳＮＳを活用した情報提供をしていきます。

■ 地域での取り 組み

・ 地域講座や学校で福祉を 学ぶ機会を 設ける 際には、地域で暮ら す障害当事者を 講師

　として共に学び合い、障害理解を深めら れるよう 活動を進めていきます。　

・ 学校等での学習の機会だけでなく 、イベント やアート 作品、ＳＮＳなどを 通し て、住民と

  一緒に考え、幅広い世代に関心を持ってもらえるよう 努めます。

・ ねり ま社会福祉法人等のネット では、地域に向けた福祉教育に取り 組みます。

■ 練馬区社協の取り 組み

多様性を 認め合え る 地域目指す 姿

「 共に生き る 力」 を 育む福祉教育
取組項目３
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多様性を 尊重する つながり

　 障害理解を 深める ために小学生や高校生に当事者が講師と なっ て日々の活動内容や将来の夢などを 伝える

機会を つく っ てきまし た。

　 また、近隣高校の生徒たちと 一緒に、地域の清掃活動や農福連携をし ている 農園にて除草を 行う などの交流

をし ています。子ども たちから は、「 清掃活動をし た時に、 手についた落ち 葉を と っ てく れて 優し いと 思っ た」

「 し ゃ べるこ と がで き な い人で も 指差し な ど

で伝えてく れて、 充分コミ ュニケーショ ンがと

れること がわかっ た」など、当事者と 交流を 持

つこと で、多様性を 受け入れる 地域の力を 育

むこと につながっ ています。

当事者が講師となって理解を深める　 ～白百合福祉作業所・ かたく り 福祉作業所～

当事者自身がつく る 地域のつながり ～社会福祉法人練馬山彦福祉会～

　 山彦作業所では、 学校での福祉教育の他に施設のイベント を 通じ て障害者への理解、 活動の周知を 行っ てき

まし た。 小・ 中学校などの授業での福祉教育も 、福祉の分野に関心を もっ てもらう 第一歩と し てはと ても 大切な

こ と だと 思います。

　 し かし 、福祉作業所を 長く 運営し ている中で、障害者が地域で暮らし 、地域と の関係を

築いて いく のは、当事者自身だなと 感じ るこ と があり ま す。日常の触れ合いが地域の

人と のつながり を つく り 、そのつながり を 支えていく こ と が、多様性を 育むう えで大切

なのだと 思います。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 理事長　 坂元さ ん）

地域でこ んな取り 組みが

広がっ ています

　 障害者のこと を 地域の人たちにもっと 知ってもら いたい、仲間を 増やし たいと いう

思いで、車いすの障害者の方と 一緒に学校に行って車いす体験を 行っ ています。子ど

も たちは障害のある方と 早いう ちに出会う こと で、「 壁」をつく ら ず接し ているよう に

思います。子ども たちに車いす体験の授業をすること は、 自分たち のこと を 知っ ても

ら う こ と なので 障害者の方も 楽し みながら 、やり がいを 持っ て行っています。当事者

と の体験を 通し 子ども たちから は「 みんなが暮らし やすい社会にするためにどう すれ

ばいいか考える機会を 持つこと ができ た」「 おじ ちゃんは障害があっ て話ができ ない

かと 思っ ていたけれど、授業をう けて話かけてみたら 話が通じ た。コミ ュニケーショ ン

ができ たこ と に家族も 驚いていた」と いう 感想も 寄せてもら いまし た。つながるこ と

で、誰でも 暮らし やすい地域に近づいていく のだと 思います。 今後は障害の有無にか

かわら ず、更に多く の方を 巻き 込んでこ の活動を 広げていき たいです。

体験を 通して心を つなぐ 楽し い交流事業　～練馬区介護人派遣センタ ー ～


